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各滋i也雪量調設により得られた地盤資料は 9 当初jの目的を果たした後，各関係機関l己保存されている。 とれ

らのI臨機資料は対象とする地域および資料の機度・種類に大ぎな差があるものの，それぞれの地点での貴重

な自然条件の資料であり，柑]Iに補完 L.合い，解釈を加えて利用しうるならば，より効果的なものになる。

近年の滋軍事機のすざましい発遂により多これらの地盤資料を管f!IL再利用する試みが燦んに行われるように

なってきた。

本報告?は，地盤情報の電算化への基礎研究として，土木工事を考えた土質パターンや N値分布，並びに

地盤図書事を作成して， {民平地の;仁!欝構成c:基;.j主的な土質工学的情報の図イヒを試みた。なおそデルt邸機とし

て，鳥取県東部を対象とした。

二百伽 宝1乙 Jiliトth盤鎧

2. 1 地盤図の作成

鳥取熊下の沖積平里子の地控室|京Iは，ごれまで鳥取燥地霊童図!)が専ら利用芯れてきた。これは1979年までの

ボーリング司王!資資料に基づき1(1810平に刊行されたものである。二t.'i''i:工学会中悶支部のもとで鳥取地盤デ…タ

ベース作成に関する研究霊祭民会を設げ， 1980年以降のデータを集録し，上述のデータと併せて新しい鳥取地

盤凶の作成に取り組んでいる引。

まず. lZl ~ 1 に示すように，基準分署1][濁として 3 次メ，ノュで怒って，縦横I曳様点を与えた。 ~i I欠メッ

シ立は国土地理院襟準地域メッシュ第 3ilill'或区i凶に相当し， 1/25000地形閣の煎[悶 j事jJヒを各々 10分割jし

たもので，約4.5CsI (実距離 I.l:lkm) x 3.1cm (O.92km) であり，じま闘線の名称を関叩 2に示すようにl将

北方向に大文字ア A ブァベット p 東西方向に小大学アルファベットを配し，~勾北及び東方向へと弊般の数

字で表している。

以 f，実用化を奴iるために g 平it包ffil憾の地f滋特性をできるだけ簡単な図表で表 mすことにした c

2. 2 5jLJ也地盤の土質区分の概要

県To)平地地盤会構成する第四紀の士資は表一 1のようにまとめられる。本表は鳥取県地盤lZlをもとに加

雄鳥取大学工学部土木工学科 助教授

奪事， il賀谷技術コンサルタント側 I也事室部部長
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筆作成したものであり s 沖積腐と洪積胞との区

分はがJ1万年前のいわゆる繍文海巡2lとした。

ローム爆のうも潟 iまく j替は約 6500均:~誌に生成お

れたものであるが，とれを別に寸ると約 2'~ 3 

万年前に土佐織した大I.IJ中部火山灰j留が熊一円こ広

〈分布していること，ぢ砂i壬l北大LLi'"十q]百火山伏

j習を鍛腐としてこれ以深に出現すること令 z苓隠

しラ大山中部火tlll;R!習をロ…ムj替の代表!賓とし

た。すなわち，ロ巾ム}習の生成時期を f~ n年
初，従う長， itli街j習と沖積腐とのほう}とされてい

た有楽町海遂の1溺どすれば 2 この時期が下部!欝

と議ド部f習との域界iこ相当する。

沖積層の分布j撃は最大30m穏度'l:あり，緩い

RP質土と柔らかい粘性土からなり，軟弱地銀が

形成jされている。 洪積j震は沖積層下i;:20m J孔と

" 
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の!習摩で分布 G，J基盤溜類において者宕をみるとともある。本:j惑は比較的連続位ーのよい締まった機質土と磁
い粘性土からなり，力学的にも安定しており，中規模以上の機j貨物支持層となっている。また，洪積層!:fコび)
機質土!替は被圧llli-F7}<会j段il合しており，主要な地ド*11東開発腐となっているの

2. 3 土資パターン

地憾の土質機成な深度。 ~5閉までの浅j脅那と支持層までの深j欝官官どにわけで 2 ボーリング柱状!還をもとに
茨._2のように粘性土胃砂質土..および符機質土をそれぞれ組み合わせて， 5勺の二仁質パターン安定めた。

a) 浅層地盤{深度目 ~5m) の土質パターンと分布

1Z1--3は3i欠メッシュ苓?更に各セ 10分割してO.45cm(113m) x O.37cm (92m) の1/25000地形闘の 4;欠
メヴシェ'1i:附いて深度o-5 mの土質柱状図を分類した土質パターンの分布閣を示す。浅腐苦liの士、資バター
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1民平地の都市地盤図

2 ごと賀区分表

区 分! i重層地盤的土質バターン l 支持燭までの土質パターン

対型地盤1 深度 。--5m 沖積j曹とm繍踏の山部

2 I 3 I 4 I 5 2 I 3 I 4 I 5 

タンizlTJiAlE12機1321%iJLlEiflH

ンは大部分が表-1に示す最上告!I腐 (Umc，Ums， 

U mg) からなっている。比較的新しい堆積物のた

め，力学的な安定性均三一ム番の問題マ，一士号電バタ u ン

が小規模構造物の支持層としてのE誕百の判定資料と

なる ω また，平地地盤にお付る微地形は浅j露地憾の

土質者;反映しているとみるとともでき，千代川周辺

の浅騎士自鍛の士費パターン分布図には粗粒土堆から

なる微高j自衛!日河滋符が明j僚にま提れている。

b) 支持層までの土質パターンと分布

ヒ記と悶じ 4次メ、ソシ又をHiいて支持踏までの

土質パターン分布図を悶-4!こ示す c 支持層までの

土質パターンは機して厚い粘土!留の分布する区域の

多いごとな示している。特に，鳥取市街地を中心と

して浮い沖積粘土)留の分布がみられ，その分布f戒は

最近lま鎮静化しているものの以前広域沈下の馨しか

った区域に一致している c

どのように土質パターン分布図を照いるごとによ

って，平地i的機を構成している土質の分布状況の概

盟各をとらえるごとができる。
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c) 浅j留地般の一軸圧縮強さ

図--5 tま，土質パターンをパラメータとして，一

軸圧縮強dと会水比の関係を示す。陶議の関係は，

土質パターンを反映していることがわかる。とりわ

け，砂分の存在により強度の精力日と{色合7Jく比に分布

0，粘土分が符在すると，低強度と合7.kltの分布が 間一4

大きくなって現れる傾向が見られる。
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2. 4 .!f灼N11慮
一軍車仔繍強e q¥J 

2.0 (同f/聞叶

テルツアーギ・ペックの著欝でも. N {i直は砂の場

合lこはその相対密度審粘土の場合にはそのコンシス

チンシーの程度を示すものであると示されている。

単に N僚の大きさだけに惑わされるととなく，二土の

積矧に対応させて理解しておく必要望がある。ここで

は. j;邸機の締まり具合や柔らかさ令平均 Nll直の大き

ざとして 6段階に分類している。との平均N織は，

1 m毎の N僚を相加平均して求めた。鳥取東部にお

りる浅層地般の平均 N値の分布を関-6に示す。

図-~~の .:t質パターン図 t 対照すれば以下のごとが

言える。砂質土地艇は N{I直が 5~ 1 5のゆるい~中

佼の締まり具合であり T 粘性二七な主体とする地盤は

N {I良がの ~5 の“非常に柔らかい~“柔らかい"

状態にある。また. I羽図をもとに，構造物規模とそ

の基礎形式の概略を予察することができるの

四戸時oEF。r; 
!"lr白

• 

3.  土!ll健室長険斤百釘院主1

沿岸部の平地については3基準の 3次メッシュ IC添

って東西，南北の地盤断前E迎合作成するごとにし p

!li間部の平地についてはiiifJ[ I沿いに別に裁断線な設

けた。地般の縮尺は，水平 1/10000 (議長7km分)

鉛蹴1/500 (最深 100m分)で統ーした。

l県東部地区における地強断爾I習は，鳥取平野のほ

ぼ中央部を;it流する千代川令中心として尚北方向

1 1断商 p 東西方向 10断面について作成を行って

いる。 まず. I玄関線 tもしくは近擦のボ一一リング柱

状図に基づいτごと質!玄分を行う。各断面の交点につ
いては， i~l般の連続性が比較的よい南北方向の断商

を俊先d七.1 東西方向の断iii:iをとれに合わせるとど

によって地盤断附図全体の数合伎なとるように西日隠

し，その桜i県は良好であった。各層の3基本的な土憶

は，柱状ぼ!の{古績な示す鉛箇;太実線に沿って釘1lllJに

N1:直担 W n (%)，および q"(kgf/cll1')の臓で s 各層ご

との相対!平均績を示した。

関-".'7 ~立， "_. si!Jとして Y4および bEiの的盤新聞

|苅を示しているの千代川および鳥取市街地の地撤断

商関によれば沖積!簡は地機上位から粘性土 (Umc)， 

砂健士 (Us). 粘性土 (Uc)という 3層構成が主体

となり，各閣の機方向のi議続性も良好である。広域

地費量沈下の主因となっている Uc腐は千代川右岸御j

および千代川下流面1)へと j爵慰安漸増し. N=2~4 ， 

W n := 50..--閲覧， q u == 0 陶 6~ L 0 kgf/cm'の僚を

(%  ) 

z4 r.' 
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関 5

土質パターン

。1.粘土のみ

口 2.粘土吋砂

場 3.砂のみ

6 4.砂吋*6:士

国-.6 i斐腐帥離のNf簡分布



低平地の都市地盤悶

jJ~す。

洪積層のうち殿下部機質土:J欝 (Lm百)tよ備から北方の日本海へ向けでほぼ一様な緩傾斜をなして逮統して

いるが，それより上位の下部j穫では策関方向に!替相が響しく変化しており，両者の土佐織環境の違いな知るこ

とができる。最下宮B腐は N>叫と綬も安定した地踏である。下部J習のうち Lc J習は N:=5 ~lO以上金示し粘

性二tとしては力学的に安定しているとみなせるが， L s J瞥は分布位援によって N値が10から30と大きく変化
し，支持腐の事IJJE・3平{節に際してはか:慈が必聖書である。なお，ローム層は沿博幸11の砂丘地において単勝とし

て分布するが，下部腐 (Lc，Ls ， Lg )においても白色を基調とした簿!轡状の混入がみられる。
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GL-5m付近までの浅層地盤の土質は， Ums，Umg， Umc， Uc; Usの各層で構成されている。とれ
らの土質特性についてまとめたものを図-8-1 5に示す。それらの結果は砂質土 (Ums，Umg， U s)と粘
性土 (Umc，U c)とに大別して，土質の概要を示す。

( 1 )， N健の分布(図ー 8参照)

( i )砂質土:ぱらつきは見られるものの， N=(4-8)z (z:地表下m) の関係を示し，下限値は

Nキ 3程度である。

( ii)粘性土:地下 1m付近でのばらつきがやや大きいものの，深さとの関係は明瞭でなく N=O-
5を示し，平均的には Nキ 2程度である。

( 2 )合水上tの分布(図-9参照)
( i )砂質土 :w=5-40%とぱらつきが大きく，深さ方向にも問程度の変化を示し概ねw= 10-20 

%である。

(ii)粘性土:上部の高有機質土を除いて， w=20-150 %と変化し，わずかに深さとともに含水比
の増加傾向が見られw= 20+ (10 - 16) zを示し，平均的にはwキ50%程度である。
なお，平均値等の算定は，図中の・印で示した有機質土の物性値を除いて求めてい
る。以下の図表も向様に取扱うものとする。

150 

N 100 

値

50 

80 

40 {;)lc g 

Us; Ums， Umg 

2 4 
2車度 z(m) 

(a) 

。
N 

値

図-8 N値の分布
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図-9 含水比の分布
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低平地の都市地線図

( 3 )一軸圧縮強dの分布(図-1 0参照)

粘性土において qu 出 O.2~ l. O kgf!cm"と変化し j f;裂さによる増加は顕著ではないが qu == 

0.2 kgf!cm'を下限とし， qu  "" 0.2+ (O.05~O.2)z の範凶が主体となる。

(4) N値と一軸圧縮強さ(図-1 1望書日現)

N値とー申血圧縮強dの関係においてもばらつきが大きく，明瞭な関係は定められないが qu 出

0.1 N (同f!cm2)程度を下限値と考えるととができる。また qu の下限値として qu 出 0.2

kgf!emZ が見込まれることを考織すれば，N ~五 2 では q u 持 0.2kgf!cm' ， N>  2では qu :::::: 

0.1 N (kgf!cm2) を下限と革まえてよい。

Uc. Umc 

1. 0 1-' 。q"'O.2+0. 2Z./O 0 
/'円。
o -

Us， Ums， Umg 

一
軸
ぽ
帥
糊
強
さ

h

10日 。。

。 。

(%) 。 。

談話~ z (m) 
60 80 

図.-10 -軸圧縮強さの分布
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細粒分と脅水比の関係

60日

国一 11 N値と一軸圧縮強さの関係 図-13
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Us. Ums， Umg 

150ト 0

N 100 

催

日自称

，， 0 
!.a.品加ー__，_ー__g_…4

20 40 60 

合水比 w (%) 

(a) 

図.._1 5 

( 5 ) サ由圧縮強さと合水上上

(関 -12， 13， 14参殿)

合水比の低下lこともなう 4 軸f王織強

さのf憶力oは頭角卒されることである
が，浅j欝土質についてはその傾向が

認められるものの合水比w=50%前

後において q u 出 O.2~ l. O kgf/cm2 

と大中高な変化を示し，合水上tのわず

かな変化が-，，-~軸圧縮強さに大きく影

響を及ぼしているものと腐、われる。

一方，合水比が w= 100 %以上とな

ると q ¥J =:::日 .2~O.5 kgf/むm2 と

変イヒi織が小さくなっている。このよ

うな強度変化は締粒土分の浪人率で

みると ，w訟 100%にあっては納粒

土分は概ね70%以上を占めているの

りC.U開。
一 一。 働:有機銃土

s 
2自

N 

健

@ 

80 20日 400 品自由

合ホi土 w (96) 

(b) 

Nf.鹿と合氷上tの関係

3 )護勝地擦の士盟締性

. w=Hl前睡ではN'耳20I・W 国 50%例検においでq切が大愈く
• w:::.ZO前識で肱N'五10I 変itする

N-q"-w /'Nとwとは反ItslI /・ N，q.はwとは反H:例関係者示9・
• N，五2ではq理怨 o.z '，.f/開'.

品関係 I I N>2ではq旬以 O.lNk，gr/CII2が
下限僚となる

。W<SO%で拙 N<:5

，;:::)付し， w キ 50% 前後では 30~100 

%の混入率変化を:示しているととも要望闘と考えられる。さらに，合水1:tと捜位指数の関係におい
て合水比は w= (r p ~/ I p + 50) の関係があり， W 出 fiO%前後であるととから Ip が大きい

艶性的な:tであるととが理解される。

( 6) N備と合水上七(悶-1 5努照)

N僚は原位置におげるせん断強度を反映しているものと考えられる。一軸圧縮強ざと同様に合;)(

比の低下とともに N{，疫が増加するととは理解されることであり，砂空費土，粘性土:ともにとのよう

な傾向がみられるが，その関係式を定めるには変化が大きくて特定できない。概ね粘性土では

w話 50%にあって';I:N謡 5. 砂健二二では w;:;;;10% 前後では N~五 20. w=20%前後では N;:;;;10程度

を示すものと考えられる。以上の関係をまとめて繁一 3に示す。

( 7 )構造物の基礎

地総の強俊は N1，直あるいは一軸圧縮強dで評価され，構造物の支持カは N値からの争縦波式を用
いて求めるのが一般的であるが概略的に砂質土にあっては許容支持カ q.= O.lN kgf/cm2，粘性

:上では q. 現 qu稼居をとされる。従って浅!欝地蟻においてはト1. q'u に大きなばらつきが兇られ

Q
U
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るけれども，砂聖堂土では N=l日程度，粘性土では q"== O. 3~ 日。 4 kgf/cm'程度は見込めるとと

から，砂質土地盤では q. "" 1. 0 kgf/cm'程度，粘性土地盤では q. '" 0.3-0.4 kgf/cm'模液

をl!Jjj寺するととカまできる。

5.  $3 王子二〉 り 4ご

本線岱では，ボーリングデータを用いて.土木工事を考えた土質パターンや N値分布t:11ならびに地盤童図の

作成を試みた。その総主義. ¥jL]'也地盤において規則的lこ綿かく裁断した地盤整断簡t:11から!留の構成と傾斜等がよ

り詳紙に知れた。また s 平地地盤を構成している土質や N艇について比較的簡単な N鐙や土質のパターン化

を行うごとによって徽高地やi日海道，並びに以前に地盤沈下の著しい地域の分布状況が腕らかとなるなど，

土質の分布状況の概略をとらえるととができる@また，浅!欝I也鍛の謀本的なこl:'t!t工学的な性質を砂質土と*ii

t!t土に大lllJして表した諸図表はト分に実用化に供しうるものと考えている。

i射線:本幸誌は，土質工学会中関支部fi告書 1f議研究委E司会，鳥取地盤データベース作成に隠する研究委員会

(委員長:木iJ.I英郎)のもとで進められた成巣に加筆を行ったものであり委員会のメンバーおよび土質工学

会中国支部の各位に感識の惑を表する。また b ボーリング資料のi収集，公開に配慮を賜った，二七質工学セミ

ナー鳥取地域のメンパー並びに鳥取県，建設省鳥取工事事務所の皆様，図面作成iこ当たって鳥取大学池添保

雄氏の協力を頂いたことを記して謝滋を茨します。
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